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研究成果の概要（和文）：  登園時の分離不安反応の調査から、分離不安は、入園初期を過ぎれば減少していく
ものでは必ずしもないことが明らかになった。また、登園時の親子分離が困難になるのは、これまで分離不安が
強いとされてきた１歳代であるとは言い切れないこともわかった。保育者へのインタビューから、家庭の状況変
化に対する子どもの適応困難を支援する必要があることや、保育者配置の工夫、保育者同士の連携が重要である
ことがわかった。母親へのインタビューから、分離不安の強い子どもの母親には、登園時を含めた子育て全般に
関わる精神的な負担や孤立感があることがわかった。

研究成果の概要（英文）：An investigation of separation anxiety among children attending preschool 
revealed that separation anxiety does not necessarily decrease after the initial period of 
attendance, and that each child experiences periods of high or low anxiety. It was also found that 
the first year of a child’s life, which is typically the time when separation anxiety is considered
 to be strong, is not necessarily the period when parent-child separation becomes difficult. 
Interviews with caregivers revealed that it is necessary to support children through difficulties in
 adapting to changes in the family situation, delineating the importance of devising ways to assign 
caregivers and to collaborate with other caregivers. Further, the interviews with mothers of 
children with strong separation anxiety indicated their experiences of psychological burden and a 
sense of isolation related to child-rearing in general, including when their children attended 
preschool.

研究分野：保育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究によってわかった登園児の親子分離に対する支援は、①年間を通して保育者配置を手厚くすること②持
ち上がりの保育者を配置するなど、家庭や母親の状況変化に対する子どもの適応困難を支援すること③泣く子に
対応する保育者がその子に意識を傾注できるよう保育者間で連携すること、及び、連携可能な人数配置をするこ
と④第一次反抗期の子どもの登園の困難さを支援するという視点から、朝の保育や受け入れ方を工夫すること⑤
泣きに対する保育者の専門性を構築すること⑥連絡ノートの記述や日頃の会話から母親の思いを汲み取ること
や、保護者の思いに対応した返事や言葉かけをすることに関する保育者の専門性を構築すること、である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
登園は、子どもと保育者、保護者が一堂に会する時間でもある。子どもによって、またはその

時の状況によって、保護者に対する分離不安を示すことがあるため、子どもと保育者、保護者に

は、心理的・肉体的な負担がかかることがある。分離不安とは、母性的人物に対して愛着感を形

成していた乳幼児が、その母性的人物と無理に分離される時に示す、苦痛や不安などの反応のこ

とである(Bowlby，1973 /1977)。これまで、幼児や、子どもの年齢を考慮せずに登園時の分離不

安を研究した蓄積はあるものの（塩崎，2004； 山本・松葉，2012； 山崎・金子・水野・中山，

2017; 田中,2019 など）、乳児保育を受ける子どもの分離不安に焦点化した研究は少なく、柴田

(1985)、田矢・柏木(2004)が見られる程である。 

柴田(1985)は、入園後 12 週までの登園場面を観察し、分離直後の子どもの不安反応を調査し

た。その結果、分離不安は１歳代が最も強いこと、入園後４週目頃までに急激に減少してくるこ

とを明らかにした。その上で、分離不安と母親の養育態度との関連を分析し、溺愛型の母親に養

育されている１歳後半から２歳前半の子どもには分離不安が強く現れるものの、溺愛型の母親

に養育されている２歳後半から３歳の子どもは、登園時の情緒が安定していることを突き止め

た。そしてこの結果を、母親の養育態度が子どもの愛着形成に影響し、母親への愛着形成の段階

が母子分離時の子どもの分離不安の強弱に影響を与えているのではないかと考察した。田矢・柏

木(2004)は、６ヶ月と７ヶ月の２人の子どもを対象に登園時の様子を１年間観察し、対人関係の

発達の姿を示した。入園当初は泣きが多いものの、その後は急激に減少したこと、歩行が安定し

た頃には保育者の抱っこが減り、その分、他児との関わりが増えていたことなどである。  

これらの研究から、乳児保育を受ける子どもの登園時の分離不安は、母親の養育態度、母親へ

の愛着形成と本人の気質との関連、対人関係の発達との関連など、様々な要素が複雑に絡み合っ

た結果、現れるものであると推察される。しかし、柴田(1985)や田矢・柏木(2004)の研究で述べ

られたように、分離不安は入園初期を過ぎれば、後は減少傾向であると言ってしまっていいのだ

ろうか。柴田(1985)の研究は、乳児保育が一般化される前のものであり、乳児保育を受ける子ど

もが増加し、母親以外が登園に付き添うこともある近年の状況と変わりがないとは言い難い。ま

た田矢ら(2004)の研究では、他児との関わりといった対人関係の発達が、分離不安を減少させる

のかどうかまでは不明である。つまり、近年の分離不安の傾向や、分離不安が減少していくプロ

セスはわかっておらず、また前述したように、親子分離に対する支援に関しても、ほとんど検討

されていないのが現状である。これは、いわゆる「3 歳児神話」のもと、これまで乳児保育をタ

ブー視してきた影響が大きいだろう。しかし最近の乳児保育の増加や、社会全体で子どもを育て

ることを謳った「子ども子育て支援新制度」からも、乳児保育が既に必然であることは疑いよう

のない事実である。乳児保育を受ける子どもの分離不安に関しても、十分な研究が必要だろう。 

乳児保育には、早期からの親子分離に対する疑問の声(小保内・市川・山中・仁志田，2017)も

あがっている。小保内・市川・山中・仁志田(2017)によれば、保育施設における１、２歳児の乳

幼児期の予期せぬ突然死(以下 SUDIと表記する)の発生率は、日本社会全体での発生率よりも高

く、保育施設固有の環境因子が関与していると考えられるからである。とりわけ SUDIの要因の

１つに、入園初期の適応困難があると言われていることから(小保内・市川・山中・仁志田，2017)、

乳児保育における登園時の親子分離に対する支援のあり方を探ることは、SUDI のような不幸な

出来事を防ぐ意味でも重要であると考える。 



 

 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、登園時における乳児の分離不安の継続及び解消過程を調査し、その要因を検

討することにより、乳児、保育者、保護者の関係性の視点から、登園に関わる支援のあり方を提

示することである。関係性という視点を加えるのは、次の理由による。乳児保育の対象期から保

育を経験する子どもにとって、保育者との関係性が社会情緒的発達や適応に大きく影響し（田中

ら，2005）、子どもの情動状態や発達に応じた保育者の介入が、情動調整や葛藤解決能力に貢献

する可能性がある（野澤，2010）ことが明らかになるなど、乳児保育を受ける子どもと保育者と

の関係性は、乳児保育の質を捉える視点（野澤・淀川・高橋・遠藤・ 秋田，2016）として注目

され始めているからである。また、保育者との関係性が親子間の関係改善へと繋がる可能性があ

る（上田ら，2003）ことも示唆されている。こうしたことから、子ども、保育者、保護者という

関係性を踏まえて親子分離を捉えることが重要であると考える。なお本研究では、分離不安が強

いとされる１歳代の子ども(柴田，1985) や，歩行が安定する１歳半前後の子ども(田矢ら，2004)

が多く在籍する１歳児クラスを対象とした。 

 
３．研究の方法 

H 市 A子ども園の延長、保育者、及び保護者の協力を得て、２つの方法を用いて研究を行った。

１つは、登園時の分離不安強度調査である。柴田（1985）の「直後反応尺度」を改訂したものを

用いて、保育者に毎日の子どもの分離不安強度を 11 ヶ月記録してもらい、月に１回程度の観察

を筆者が行った。２つは、保育者及び保護者へのインタビュー調査である。保育者に対しては、

分離不安強度調査と並行した月１回程度のインタビューと、調査年度終了時のインタビューを

行った。調査年度終了時のインタビューでは、分離不安強度の個人平均値の推移とクラスの平均

値の推移を見てもらった上でインタビューを行った。保護者に対しては、調査終了後に、子ども

の分離不安強度の平均値の推移を見てもらいながら、調査時を振り返る形でのインタビューを

行った。対象となった保護者は、研究対象の子どもの保護者に対してインタビュー協力を募集し

たところ、快く参加を申し出た２名である。インタビュー時の音声データは文字化し、佐藤（2008）

及び、境（2018）を参考にコーディングし、分析を行った。 

 

４．研究成果 

分離不安強度調査による研究の成果からは、登園時の親子分離の傾向に関する２つの知見を

得た。１つは、登園時の親子分離に際し、年間を通して子どもごとにそれぞれ分離不安が大きく

なる時期や小さくなる時期があることである。登園時の分離不安には、年度初期に分離不安が大

きい初期不安群と、年度初期にはそれほど大きくない非初期不安群とがあり、初期不安群には、

①調査期間の前半に分離不安が大きい時期がある早泣きタイプ ②前半・後半ともに分離不安

が大きい時期がある大波タイプが、非初期不安群には、③調査期間の中間に分離不安が大きい時

期がある中泣きタイプ ④後半に分離不安が大きい時期がある遅泣きタイプ ⑤年間を通して変

化の少ない小波タイプがあった。このことから登園時の親子分離は、これまでの研究（柴田，

1985；田矢ら，2004）で言われてきたような、入園初期を過ぎれば後は分離不安が減少していく

ようなものでは必ずしもなく、子どもごとにそれぞれ、分離不安の大きい時期や小さい時期があ

るということが明らかになった。２つは、登園時の親子分離が困難になるのは、これまで分離不

安が強いとされてきた１歳代（柴田，1985)であるとは言い切れないことである。本研究の対象

者８人のうち５人が、入園した時期にかかわらず、２歳前後で分離不安が顕著に大きくなってい



 

 

た。このことから考えられるのは、分離不安の高まりと、２歳前後と言われている第１児反抗期

(明和，2019)が関連する可能性があることである。子どもによっては２歳になってからの方が、

登園が困難になる可能性があると考えられる。 

保育者へのインタビュー調査からは、登園時の親子関係を支えるための３つの示唆が得られ

た。１つは、持ち上がりの保育者を配置するなど、保育の人的環境を工夫することにより、家庭

や母親の状況変化に対する子どもの適応困難を支援することである。２、３歳児の分離不安の強

さは、新奇場面への順応性の低さとも関係がある（尾崎，2003）という指摘もあり、変化の少な

い人的環境にすることは、分離不安の軽減になるだろう。２つは、泣く子に対応する保育者がそ

の子に意識を傾注できるよう連携することで、全体への影響を抑えることである。その為には、

保育者が泣きに対する連携の重要性を認識し、連携可能な人数配置をする必要があるだろう。３

つは、「乳児保育」における泣きに対する保育者の専門性を構築することである。自律的な情動

調整へと移行するのは２歳から３歳にかけてである（金丸・無藤隆，2006）ことから、３歳以上

の幼児の保育とは異なる対応が必要である。情動調整の発達やアタッチメントの形成段階を踏

まえた泣きへ対応を、保育者に必要な専門性として構築し、実践できる保育者を養成していく必

要があるだろう。 

母親へのインタビューからは、以下のことがわかった。１つは、分離不安を示す子どもの母

親には、登園時を含めた子育て全般に関わる精神的な負担があることである。母親は、登園時

の子どもの分離不安によって、母親自身が要因となっているのではないかという自責の念や、

子育てに対する自己否定的な意識を持っていた。つまり子どもが分離時に表す不安な様子が、

母親の子育てに対する精神的な負担を増大させている可能性があると考えられる。２つは、分

離不安を示す子どもの母親には、孤立感があることである。分離状況は子どもによって違う

為、他者の共感を得られにくく、対処方法もわからないままである。登園時も担当保育者にい

てほしいという期待があるのも、担当保育者が子どもにとって安心できる存在というだけでは

なく、母親にとっても信頼できる存在だからであろう。 

以上３つの研究成果から、登園に関わる支援として、①保育者配置に関して、入園初期だけを

手厚くするのではなく、年間を通して手厚くすること ②持ち上がりの保育者を配置するなど

の人的環境を工夫することにより、家庭や母親の状況変化に対する子どもの適応困難を支援す

ること ③泣く子に対応する保育者がその子に意識を傾注できるよう保育者間で連携すること、

また、連携に可能な人数配置をすること ④１歳児クラスでは、分離不安という見方からだけで

はなく、第一次反抗期の子どもの登園の困難さを支援するという視点から、朝の保育や受け入れ

方を工夫すること ⑤乳児保育における泣きに対する保育者の専門性を構築すること ⑥連絡

ノートの記述や日頃の会話から母親の思いを汲み取ることや、保護者の思いに対応した返事や

言葉かけをすることに関する保育者の専門性を構築すること、が必要であることがわかった。①

②③については、保育組織全体として取り組む必要がある。また、③④は組織としてはもちろん

のこと、保育者一人ひとりの意識改革も必要である。⑤⑥に関しては、保育者養成や現職教育及

び、保育者研修において取り組むべき事柄である。以上の研究成果が、乳児保育における登園時

の親子分離に関する支援として、広く保育現場で実践されることを願う。 
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